大阪モノレール　鴻池新田駅（仮称）
■コンセプト　～[image: ]『駅がつなぐ住工共生のまち』
■住工共生のまちづくり
・大阪中央環状線の西側が工業地域、東側はJR駅の周辺など住宅地が形成。
　西側は引き続き操業環境の保全、東側は土地の高度利用を図りつつ、生活利便機能を維持する方針が掲げられている。
・駅前広場の整備やモノレール駅とJR駅との新たな歩行者動線の確保などにより、より一層の利便性向上が見込まれる。
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■景観形成の対応報告シート
	項目
	アドバイザーからの意見
	アドバイスへの対応

	附属施設
	第2回アドバイザー会議での意見

	
	駅舎よりも駅前広場の方が景観中心になりそうなので、東大阪市へ 駅前広場の景観形成に力を入れるよう伝えてほしい 。

	部会からのご意見は東大阪市に伝達済です。
駅舎と駅前広場が一体的に良好な景観を形成できるよう、引き続き、調整を行なっていきます。

	
	連絡通路に屋根をかけるか、かけないかによって、歩行者からの駅舎の見え方が変わるので気を付けたほうが良い。アクセントカラーの入れ方やどう効果をもたせるかなども考えてほしい。

	連絡通路には機能上、屋根をかけますが、壁で覆ってしまうのではなく、高欄とすることで、駅舎のダイナミック感、駅前広場の様子、大阪中央環状線の直上であることを、肌で感じられるよう、視点場としての機能も配慮しました。
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